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地域等に関する政策研究から、ケア、死

生観等に関する哲学的考察ま

で幅広い活動を行っ

　 ている。演題
人が流れていったが、人口減少
社会とは、これまでの動きとは
逆の流れが展開していく時代で
ある。
　 真庭市が国連のＳＤＧs未来
都市に認定されたことも踏まえ、
そうした新たな時代の展望につ
いて幅広く考えてみたい。

　 日本は2011年から本格的な
人口減少社会に入った。人口減
少社会についてはマイナス面が
言われることが多いが、むしろそ
こには様々なプラスの可能性が
宿っているのではないか。また、
人口増加期においてはすべて
が東京などの大都市に向かって
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平
成
21
年
、総
務
省
は
都
市
部

の
若
者
等
が
過
疎
地
域
に
移
住
し

て
、３
年
以
下
の
期
間
、地
場
産
品

の
開
発
、農
林
水
産
業
へ
の
従
事

等
の
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が

ら
地
域
に
定
住
・
定
着
を
図
る
取

り
組
み
を
す
る「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　
真
庭
市
は
平
成
25
年
か
ら
17
人

の
協
力
隊
員
を
委
嘱
し
て
お
り
、

現
在
は
９
人
が
各
地
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。総
務
常
任
委
員
会
と
の

意
見
交
換
会
を
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。下
の
写
真
は
議
長

席
で
記
念
撮
影
。

バックは議長席の木目
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班

班
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１
班
は
、
５
月
16
、
17
、
18
日
米
来
地

区
、
中
和
地
区
、
津
田
地
区
で
開
催
し
、

延
べ
53
人
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

地
域
が
抱
え
る
問
題
、
市
民
の
言
い
た

い
こ
と
、
聞
き
た
い
こ
と
を
付
せ
ん
紙
（
ポ

ス
ト
イ
ッ
ト
）
に
書
い
て
討
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

結
果
、
市
政
に
対
し
て
政
策
提
案
に
つ

な
げ
て
い
け
る
も
の
、
地
域
要
望
を
市
政

に
届
け
る
も
の
、
ま
た
議
員
定
数
に
つ
い

て
は
減
ら
さ
な
い
で
ほ
し
い
。
過
疎
地
域

の
声
が
ま
す
ま
す
届
か
な
く
な
る
。
議
員

報
酬
に
つ
い
て
、
政
務
活
動
費
の
使
途
の

報
告
に
つ
い
て
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い

て
、
目
木
構
の
利
用
に
つ
い
て
等
多
く
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
の
重
要

性
を
認
識
す
る
機
会
と
し
て
、
「
議
会
報

告
会
＋
市
民
と
語
る
会
」
が
有
意
義

な
会
で
あ
っ

た
と
思
い
ま

す
。
特
に
津

田
地
区
に
お

い
て
は
、
県

道
上
河
内
江

与
味
線
の
改

良
（
岡
山
空

港

に

続

く

線
路
）
の
要

望
が
多
か
っ

た
で
す
。

　

少
し
残
念

な
こ
と
は
議

会
と
し
て
言

い
切
れ
な
い

面
が
あ
る
こ

と
で
す
。
今
後
も
市
民
の
負
託
、信
頼
に
応

え
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

〇
65
歳
以
上
の
元
気
な
パ
ワ
ー
を
頂
き

地
域
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
願
っ
て

は
ど
う
か
〇
地
域
づ
く
り
事
業
の
補
助
金

の
拡
充
と
高
齢
者
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
〇
空
き
家
問
題
と
そ
の
対
策
に
つ
い

て
〇
有
害
鳥
獣
駆
除
防
除
対
策
の
強
化
と

補
助
金
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
〇
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
指
定
…
地
域
を
ど
う
守

り
向
き
合
う
か
等
、
多
く
の
貴
重
な
ご
意

見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
達

議
員
も
日
々
努
力
を
重
ね
皆
様
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
様
、
頑
張
ろ
う
と
心
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
議
員
と
の
直
接
の
や

り
取
り
が
と
て
も
新
鮮
」、「
ま
た
必
ず
参
加

し
た
い
」
と

の
感
想
も
多

く
書
か
れ
て

お
り
、
う
れ

し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
今

回
の
参
加
は

述
べ
42
人
で

し
た
が
、
次

回
は
是
非
、

こ
れ
か
ら
の

真
庭
市
の
た

め
に
あ
な
た

の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

私
達
２
班
は
天
津
・
美
甘
・
樫
邑
の
３

地
区
を
訪
問
。
「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
「
議
会
報
告
会
＋
市
民

と
語
る
会
」
を
３
日
間
に
渡
り
開
催
し
ま

し
た
。
市
民
と
語
る
会
で
は
各
自
に
意
見

を
書
い
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
紹
介
し
皆
で

話
し
合
い
、
議
員
が
市
の
政
策
や
自
ら
の

想
い
を
述
べ
る
等
又
、
女
性
の
発
言
も
あ

り
少
子
高
齢
化
の
進
む
地
域
で
の
提
言

や
意
見
を
頂
く
こ
と
が
で
き
有
意
義
な

意
見
交
換
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

１

２

班

班

米
来
、中
和
、津
田
へ

天
津
、美
甘
、樫
邑
へ

　

１
班　

副
班
長 

中
尾　

哲
雄

２
班　

副
班
長 

福
井　

荘
助

班長：柿本健治　      　柴田正志
庄司史郎　妹尾智之　原　秀樹
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る
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と
話
し
ま
し
た
。
人
数
を
多
く
集
め
る
こ
と

だ
け
が
成
果
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。

　

草
加
部
で
は
、人
口
減
少
に
議
員
は
ど
う

立
ち
向
か
っ
て
い
く
の
か
？
と
問
わ
れ
「
空

き
家
対
策
と
し
て
使
え
る
土
地
を
つ
け
る
」

「
家
が
建
っ
て
い
る
所
に
都
市
機
能
を
持
た

す
」「
市
は
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
を
推
進
す
る
」
な
ど
意
見
を
言
わ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

湯
原
で
は
振
興
局
を
早
く
建
て
替
え
、
地

震
対
策
を
完
璧
に
！
と
お
願
い
さ
れ
、
す
で

に
設
計
し
て
い
る
と
答
え
ま
し
た
。
消
防
分

署
が
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
入
る
こ
と
に
地
元

は
承
諾
し
て
い
な
い
と
、イ
ヤ
、私
た
ち
議
員

は
地
元
の
合
意
は
得
た
と
聞
い
て
い
る
と
、

か
み
合
わ
な

い
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

　

ど
こ
の
会

場
も
時
間
い

っ
ぱ
い
、
た

く
さ
ん
の
お

話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

い
い
仲
間
と
、

い
い
市
民
と
、

い
い
語
る
会

が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま

す
。
大
変
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

北
房
楽
々
デ
イ
ホ
ー
ム
３
人
、
草
加
部

大
上
公
民
館
21
人
、
湯
原
禾
津
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
12
人
、計
36
人
の
方
が
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

市
民
と
語
る
会
終
了
後
「
ゲ
ー
ム
感
覚

で
丸
い
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
帰
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、大
変
満
足
34
・

５
％
、
や
や
満
足
21
％
、
普
通
34
・
５
％
、

や
や
不
満
10
％
、
不
満
0
％
で
し
た
。

　

水
田
で
は
廃
校
の
跡
地
利
用
、樹
木
の
管

理
な
ど
を
午
後
９
時
ま
で
和
気
あ
い
あ
い

　

私
た
ち
３
班
は
、
上
水
田
、
遷
喬
及
び

二
川
小
学
校
に
出
向
き
「
議
会
報
告
会
十

市
民
と
語
る
会
」
を
開
催
し
、
各
常
任
委

員
会
の
報
告
後
、
地
域
の
思
い
や
課
題
を

「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に

意
見
交
換
を
行
い
、
多
く
の
意
見
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
へ
の
意
見
と
し
て
は
、

１
、
自
主
防
災
組
織
の
補
助
金
に
つ
い
て

２
、空
き
家
対
策
に
つ
い
て

３
、統
合
後
の
小
学
校
の
跡
地
利
用
及
び

　

 

避
難
所
対
策
に
つ
い
て

４
、通
学
路
の
整
備
、
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

５
、県
道
の
改
良
工
事
の
優
先
に
つ
い
て

６
、通
院
の
た
め
に
枝
線
に
も
「
ま
に
わ
く

　

ん
」
を
週
に
一
回
運
行
し
て
ほ
し
い

等
多
く
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

３
班
全
員
で
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
範

囲
内
で
回
答
し
ま
し
た
が
、
持
ち
帰
り
調

査
し
て
回
答
す
る
案
件
も
あ
り
ま
し
た
。

地
域
課
題
の
中
で
は
、
各
振
興
局
で
対
応

し
て
い
く
課
題
も
多
く
、
議
員
も
職
員
も

外
へ
出
て
現
地
で
市
民
の
声
を
聞
き
、
現

場
で
対
応
す
る
こ
と
が
一
番
理
解
し
や
す

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

開
催
地
域
を
把
握
し
て
お
き
議
会
側
か
ら

も
提
案
や
質
問
の
や
り
と
り
も
必
要
か
と
思

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆

様
に
対
し
て
、

「
報
告
」
だ
け

で
終
わ
ら
な

い
目
に
見
え

る
「
市
民
と

語
る
会
」
に

な
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

上
水
田
、遷
喬
、二
川
へ

水
田
、草
加
部
、湯
原
へ

３
班　

副
班
長 

中
元　

唯
資

４
班　

副
班
長 

氏
平　

篤
正

４班
班長：竹原茂三　      　岩本壯八
大月説子　岡﨑陽輔　長尾　修

３班
班長：古南源二　      　緒形　尚
河部辰夫　谷本彰良　築澤敏夫
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紙
（
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
）
を
使
っ
て
話
を
展
開

す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
を
統
一
し
て
行
い
ま

し
た
。
中
央
か
ら
講
師
を
招
い
て
勉
強
会

を
開
催
し
て
の
取
り
組
み
で
す
。「
皆
さ
ん

意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
会
場
シ

ー

ン
。
こ
の
状
態
を
「
ア
イ
ス
＝
凍
る
」
と

言
い
、
そ
れ
を
「
ブ
レ
イ
ク
＝
溶
か
す
」。

２
つ
を
合
わ
せ
て
「
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
会
場
が
シ
ー
ン
と
な
ら

な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
み
ま
し
た
が
、
ど

う
で
し
た
か
。
趣
味
を
言
っ
た
り
、
地
域

の
話
を
し
た
り
、
問
い
か
け
を
し
た
り
と

い
ろ
い
ろ
挑
戦
は
し
た
の
で
す
が
…
。

　

議
会
報
告
会+

市
民
と
語
る
会
の
実
施

報
告
書
は
8
月
10
日
か
ら
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
ま
た
市
役
所
4

階
の
議
会
事
務
局
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

５
月
16
日
、
17
日
、
18
日
の
午
後
７
時

か
ら
9
時
ま
で
市
内
12
小
学
校
区
の
公
民

館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
平
成
30
年

度
の
議
会
報
告
会+

市
民
と
語
る
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
168
人
。
昨
年
度

よ
り
65
人
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は

米
来
23
人
、
天
津
８
人
、
上
水
田
14
人
、

水
田
３
人
、
中
和
５
人
、
美
甘
22
人
、
遷

喬
５
人
、
草
加
部
21
人
、
津
田
25
人
、
樫

邑
12
人
、
二
川
18
人
、
湯
原
12
人
で
し
た
。

　

今
年
は
、
４
班
と
も
各
常
任
委
員
会
報

告
の
資
料
を
配
る
こ
と
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら

絵
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
す
こ
と
、
付
せ
ん

全
体

年齢は

性別は

地区名は

何で知った
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37.6％

21.3％

8.5％

2.8％

7.8％

21.3％

14.2％

27.0％

参加しにくい

自由意見

分かり易い

分かりにくい

どちらとも…

分かり易い

分かりにくい

どちらとも…

改善すべき点

良かった

普通

悪い

参加する

参加しない

どちらとも…

ほとんど読む

ときどき読む

読む事がある

読まない

よく見る

ときどき見る

見た事がある

見ない

２０歳未満

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

男性

女性

北房

落合

久世

勝山・市外

美甘

湯原

中和・八束・川上

議会だより

チラシ

告知放送

議会報告会+市民と語る会
アンケート結果（168名の内141名が回答）

感想意見（抜粋）

※100％にならないのは、その他や回答なしがあるため

● 農繁期は避けてほしい ● 農閑期の開催を希望し

ます ● 司会さんの話が長すぎる ● 説明が言い訳の

ようだ ● もう少しスムーズな会議の進め方を望む

● 市議会として、どう行政に意見、政策提言をさ

れているのか住民の要望もよく把握できる場で

あり勉強になった ● 今回持ち帰った議題の回答を

できれば書面できちんと返してください ● 年々内

容が充実している気がします ● 議会だよりは読み

やすい ● ホームページがあるなんて知らなかった

 ● 一問一答丁寧に質問に答えられる姿勢はすばら

しいと感じました ● 女性を含め若い人の意見が聴

ける場や取組があれば、さらに充実した活動にな

ると思います ● 特に政務活動費

の年度をさかのぼってのホー

ムページ公開は、全国にも例

を見ない取り組みと思います

● 市議会議員さんと参加者との直接のやり取りが

とても新鮮でした ● 参加者に一生懸命に説明され

ている姿に感心しました ● 情報収集の会？コンセ

プトがわかりづらい ● 中途半端感・地域の声を聞

くことは大切な事ですが、特定の意見に振回され

ないようにして頂きたい ● 参加者が少なく、宣伝

が足りなかったのではないか ● 私たちの地域に来

ていただきありがとう ● 議員を身近に感じた 草加部大上公民館

議
会
報
告
会+

市
民
と
語
る
会
に
168
人
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議
運

　

６
月
７
日
の
全
員
協
議
会
を
受
け
て
、

議
会
運
営
委
員
会
は
、
来
年
度
の
議
会
報

告
会
・
市
民
と
語
る
会
の
方
向
性
に
つ
い

て
論
議
を
し
ま
し
た
。
先
ず
、
開
催
時
期

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
声
を
、
そ
の
年
の

政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

な
ど
を
勘
案
し
て
、
６
月
定
例
議
会
直
後

の
、
農
繁
期
に
掛
か
ら
な
い
時
期
に
開
催

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

開
催
対
象
地
区
に
つ
い
て
は
、
現
在
小

学
校
区
単
位
で
の
開
催
を
原
則
に
し
て
い

ま
す
が
、
学
校
統
合
の
進
捗
や
、
大
規
模

学
区
へ
の
対
応
を
検
討
し
た
結
果
、
学
区

に
限
定
し
な
い
で
、
地
域
自
主
組
織
単
位

な
ど
の
自
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
の
開

催
を
基
本
に
し
て
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
な
が
ら
、
実
施
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

べ
き
だ
。
〇
市
民
に
関
心
が
な
い
の
で
は
な

い
か
。人
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。考
え
る
時
期
だ
。〇
市
民
へ
の
周
知
の
方

法
を
も
っ
と
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

テ
ー
マ
に
つ
い
て

〇
課
題
・
テ
ー
マ
を
絞
り
こ
ん
で
行
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
〇
地
域
の
人

に
テ
ー
マ
を
決
め
て
も
ら
っ
た
り
、
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
で
テ
ー
マ
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
〇
若
者
・
女
性
の
関
心
あ
る

テ
ー
マ
設
定
が
必
要
だ
。

開
催
地
域
に
つ
い
て

〇
今
回
、
小
さ
い
学
区
に
も
入
る
こ
と
が

出
来
た
の
は
良
か
っ
た
。
〇
地
域
担
当
を

決
め
て
取
り
組
ん
だ
ほ
う
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
〇
も
っ
と
小
さ
い
単
位
で
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
他

〇
市
民
か
ら
の
問
に
答
え
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
っ
た
。
も
っ
と
知
識
が
必
要
と
感
じ

た
。
〇
議
員
自
身
が
地
域
の
こ
と
を
知
ら

な
い
。
〇
今
回
は
、
政
策
提
案
に
結
び
つ

く
よ
う
な
意
見
は
な
か
っ
た
。
〇
今
後
に
つ

い
て
は
議
会
運

営
委
員
会
に
任

す
。
〇
意
見
を

聞
く
こ
と
が
重

要
で
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
切
。　

　

６
月
７
日
、
今
年
度
の
開
催
に
つ
い
て
、

全
員
で
反
省
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
時
期
に
つ
い
て

〇
農
繁
期
と
重
な
っ
た
地
域
が
あ
っ
た
の

で
、
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。（
複
数
）

６
月
定
例
議
会
終
了
の
時
期
に
実
施
す
る

べ
き
。
（
複
数
）

運
営
方
法
に
つ
い
て

〇
付
せ
ん
紙
（
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
）
の
利
用
で
、

意
見
が
多
く
で
た
の
で
良
か
っ
た
（
複
数
）

〇
委
員
会
か
ら
の
報
告
事
項
が
難
し
い
の

で
、
も
う
少
し
簡
単
に
す
べ
き
だ
。（
複
数
）

〇
会
場
に
よ
っ
て
は
出
席
者
全
員
が
発
言

で
き
た
の
で
良
か
っ
た
。
〇
付
せ
ん
紙
（
ポ

ス
ト
イ
ッ
ト
）
を
利
用
し
た
が
、
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
。
ダ
イ
レ
ク
ト
な
意
見
交
換
が

う
ま
く
い
っ
た
。

周
知
・
参
加
に
つ
い
て

〇
若
者
、
女
性
の
参
加
が
少
な
い
。
ど
う

増
や
す
か
検
討

す
べ
き
だ
。（
複

数
）
〇
参
加
者

が
少
な
い
会
場

も
あ
っ
た
。
も

う
一
度
立
ち
止

ま
っ
て
考
え
る

　

私
た
ち
は
、
何
故
、
地
域
報
告
会
・
市
民

と
語
る
会
を
開
催
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

真
庭
市
議
会
基
本
条
例
第
２
条
は
議
会
の

活
動
原
則
を
こ
う
定
め
て
い
ま
す
。
①
議

案
の
審
議
、
審
査
と
、
独
自
の
政
策
立
案

及
び
提
言
に
取
り
組
む
。
②
市
民
へ
説
明

責
任
を
果
た
し
、
市
民
参
加
を
推
進
す
る
。

③
市
民
の
多
様
な
意
見
を
的
確
に
把
握

し
、
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
る
。
④
公
正

性
・
透
明
性
を
確
保
し
、
情
報
公
開
を
図

り
市
民
が
参
加
し
や
す
い
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
す
。
一
昨
年
の
議
会
活
性
化
の
論

議
を
経
て
、
市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、

市
民
意
見
を
政
策
立
案
や
提
言
に
繋
げ
る

た
め
に
、
市
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
、
市
民
と
議
員
が

自
由
に
意
見
交
換
し
、
真
庭
市
の
将
来
を

共
に
語
る
場
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。　

議
会
運
営
委
員
会

　委
員
長

　岡
﨑 

陽
輔

来
年
は
６
月
開
催

付
せ
ん
紙
の
利
用

今
後
は
議
運
に・・・

全
協

全
協
＝
議
員
全
員
協
議
会
の
呼
び
名

岡
﨑
陽
輔
議
員

議
運
＝
議
会
運
営
委
員
会
の
呼
び
名

市
民
の
意
見
を
政
策
立
案
や
提
言
に
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（
い
ず
れ
も
工
事
関
係
）
を
平
成
30
年
度

へ
繰
越
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額

に
係
る
課
税
限
度
額
が
54
万
円
か
ら

58
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
の

算
定
に
お
い
て
被
保
険
者
の
数
に
乗

ず
べ
き
金
額
が
、
5
割
軽
減
対
象
世

帯
は
27
万
円
か
ら
27
万
5
千
円
に
、

２
割
軽
減
対
象
世
帯
は
49
万
円
か
ら

50
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

繰
越
明
許
費
と
は
、
年
度
内
に
支
出

を
終
わ
ら
な
い
と
見
込
ま
れ
る
も
の
を
、

あ
ら
か
じ
め
議
会
の
議
決
を
得
て
お
い

て
、
翌
年
度
に
繰
越
し
て
支
出
で
き
る

よ
う
に
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
は
認
定
こ
ど

も
園
整
備
事
業
、
災
害
復
旧
事
業
な
ど

５
億
４
，
８
１
９
万
円
を
平
成
30
年
度

に
繰
越
し
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
は
２
，
５
５
０
万

円
、
下
水
道
事
業
会
計
は
２
億
750
万
円

平成30年６月第２回真庭市議会６ 会期６月７日 ６月26日～月定例会月定例会

ANIWAM
IKAIG

6,485万円を可決しました。

平成30年度６月補正予算

（単位：万円、千円を四捨五入）

【主な内容】今回の一般質問は11人。
・専決２件を原案承認　議案９件を可決

・請願１件、陳情１件を採択

487億6,463万円487億6,463万円
補正後予算額

56億9,045万円（10.4％）減56億9,045万円（10.4％）減
対 前 年 比

一般会計
特別会計

公営企業会計

３,９７２万円
０万円

２,５１３万円

２９０億４,９７２万円
１３０億６,３８７万円
６６億５,１０３万円

１１.７％減
７.９％減
９.６％減

６月補正額 対前年比補正後予算額

単位：万円

千円を四捨五入

会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護保険特別会計

（介護サービス事業勘定）

簡易水道事業特別会計

浄化槽事業特別会計

津黒高原観光事業特別会計

クリエイト菅谷事業特別会計

温泉事業特別会計

特別会計合計

農業共済事業特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

国民健康保険湯原温泉病院

事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計

６月補正額

3,972

0

0

0

0

0

0

０

0

0

0

0

0

0

2,513

2,513

6,485

補正後予算額

2,904,972

494,019

77,909

602,005

5,029

100,359

9,285

2,866

875

14,040

1,306,387

30,089

117,858

338,747

178,410

665,103

4,876,463

車
の
購
入
代
２
，９
０
５
万

円
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
交

付
関
連
に
438
万
円
、
生

活
保
護
事
務
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
改

修
に
227
万
円
、
旧
遷
喬
尋
常
小
学
校

（
国
の
重
要
文
化
財
）
活
用
検
討
費
に

232
万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

　歳
出
の
主
な
も
の
は
真
庭
産
ジ
ビ

エ
肉
の
流
通
を
促
進
す
る
た
め
、
解
体

処
理
が
可
能
な
ジ
ビ
エ
カ
ー
と
保
冷

一
般
会
計 

６
月
補
正
予
算

繰
越
明
許
費 

約
８
億
円

国
保
税
の
見
直
し

ジ
ビ
エ
カ
ー
導
入
費
用
な
ど

３
，９
７
２
万
円
を
増
額
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真
庭
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
車
両
整

備
計
画
に
基
づ
き
、
真
庭

市
と
し
て
初
の
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
を
導
入
し

ま
す
。
56
人
乗
り
の
中
型

バ
ス
で
、
８
月
31
日
を
納

期
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
車
両
更
新
に
よ

り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

車
両
の
率
は
57
％
か
ら

61
・
９
％
に
増
加
し
ま
す
。

初
め
て
、
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
の
導

入
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
あ
る
の
か
。

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ

バ
ス
導
入
に
よ

り
、
物
理
的
な
バ
リ
ア
フ

リ
ー
が
向
上
し
、
障
が
い

の
あ
る
人
に
と
っ
て
も

利
便
性
が
増
す
と
考
え

て
い
る
。今

後
の
導
入
計
画
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

今
後
も
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
観
点
か
ら
、
計
画
的
に

導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

ど
の
バ
ス
が
ど
こ
に
い
る

と
い
う
よ
う
な
表
示
を
検

討
す
べ
き
で
は
。

今
年
度
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
準
備

搬
し
、
ジ
ビ
エ
カ
ー
と
合
流
し
て

解
体
等
を
行
い
、そ
れ
を
市
内
の

地
域
振
興
会
社
や
美
作
市
の
獣

肉
処
理
施
設
へ
納
入
す
る
。安
全

で
良
質
な
ジ
ビ
エ
が
得
ら
れ
る

と
と
も
に
、
捕
獲
者
に
よ
る
処
理

加
工
施
設
へ
の
搬
送
の
手
間
を

省
力
化
す
る
。

　

猟
友
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
と

連
携
が
必
須
の
事
業
で
す
。

 

美
作
地
区
（
美
作
市
・
真

庭
市
・
奈
義
町
）
が
「
ジ
ビ

エ
利
用
モ
デ
ル
地
区
（
全

国
で
17
地
区
）」
に
選
定
さ

れ
、
真
庭
市
で
は
ジ
ビ
エ

カ
ー
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

ジ
ビ
エ
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ

る
地
域
活
性
化
、
商
品
開

発
や
食
品
加
工
技
術
の

向
上
な
ど
を
目
的
に
全
国

で
２
例
目
と
な
る
ジ
ビ
エ

カ
ー
（
移
動
式
解
体
処
理

車
）が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

ジ
ビ
エ
カ
ー
と
軽
四
保

冷
車
、合
わ
せ
て
２
，７
５
０

万
円
で
す
。

ジ
ビ
エ
カ
ー
の
役
割

は
？

シ
カ
の
捕
獲
現
場
に

か
け
つ
け
、
保
冷
車
で
運

的
と
し
て
導
入
し
ま
す
。最
大
除
雪

幅
は
1.5
メ
ー
ト
ル
、高
さ
は
１
メ
ー

ト
ル
で
す
。蒜
山
川
上
地
区
の
市
道

堂
の
前
か
じ
や
線
等
の
路
線

に
配
備
さ
れ
る
計
画
で
す
。

　

納
期
は
平
成
31
年
３
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

除
雪
車
の
総
台
数
は

変
わ
ら
な
い
の
か
。

新
規
で
購
入
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
市
所
有

の
除
雪
車
の
台
数
は
従
来

の
35
台
か
ら
36
台
に
な
る
。

は
、県
と
協
議
す
る
な
ど
連
携
し

て
進
め
て
い
く
。

中
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
確
認
で

き
る
こ
と
で
利
便
性
の
向

上
に
つ
な
が
る
。

　

来
年
度
以
降
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
以
外
で
も
確
認

で
き
る
方
法
を
検
討
し
て

い
る
。
表
示
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

車
い
す
対
応
の

バ
ス
停
が
少
な
い

が
、
増
や
し
て
い
く
予
定

は
あ
る
の
か
。
で
き
る
限

り
整
備
し
て
ほ
し
い
。

安
全
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に

は
条
件
が
あ
り
、
課
題
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
場
所

主な

議決
内容

小
形
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車

Q：Question=問　A：Answer=答　Q・Aは委員会での質疑を抜粋

A

A
A

A

A

A

Q

Q

Q

QQ

Q

ジ
ビ
エ
カ
ー
と
保
冷
車 

まにわくん［ノンステップバス］

働く車４台

　

真
庭
市
道
路
除
雪
基
本
計
画
に

基
づ
き
、小
形
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
１

台
を
安
心
安
全
な
冬
季
交
通
を
目

国内１例目のジビエカー　高知県梼原町　出典：全国農業新聞

 市道を除雪する除雪車（同型車）

蒜山、久世間を運行するコミュニティバスまにわくん
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Q：Question=問7



（円、五十音順）

議　員　氏　名 交　付　額

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

 

精　算　額

114,880 

14,232 

309,175 

209,122 

0 

220,056 

181,341 

330,000 

240,196 

330,000 

302,364 

115,555 

返　還　額

215,120

315,768

20,825

120,878

330,000

109,944

148,659

0

89,804

0

27,636

214,445

議　員　氏　名 交　付　額

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

330,000 

7,920,000合　　計 4,615,860 3,304,140

精　算　額

246,005 

129,018 

154,119 

165,526 

7,700 

200,444 

154,220 

198,395 

282,956 

330,000 

307,933 

72,623 

返　還　額

83,995

200,982

175,881

164,474

322,300

129,556

175,780

131,605

47,044

0

22,067

257,377

入澤　廣成

岩本　壯八

氏平　篤正

大月　説子

岡﨑　陽輔

緒形　　尚

小田　康文

柿本　健治

河部　辰夫

古南　源二

柴田　正志

庄司　史郎

妹尾　智之

竹原　茂三

谷本　彰良

築澤　敏夫

長尾　　修

中尾　哲雄

中元　唯資

初本　　勝

原　　秀樹

福井　荘助

福島　一則

山本　久惠

平成 29 年度の政務活動費の交付状況

　

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
」
を
内
閣
総
理

大
臣
、
財
務
大
臣
な
ど
７
人
に

提
出
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
の
政
府
予

算
、
地
方
財
政
計
画
の
検
討
に

当
た
っ
て
は
、
国
民
生
活
を
犠

牲
に
す
る
こ
と
な
く
、
歳
入
・
歳

出
を
的
確
に
見
積
も
り
、
人
的

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
社
会
保
障

予
算
の
充
実
と
地
方
財
政
の
確

立
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　政務活動費は、地方自治法に基づき「真庭市議会

政務活動費交付条例」で定められた議員の調査研

究その他の活動に費やすため必要な経費として交

付されます。月額３万円を年度当初に一括交付し、

残余がある場合は返還することになっています。

　真庭市議会では１円以上、全ての領収書の提出を

求めており、岡山県の先駆けとして、平成25年分から

領収書等を真庭市ホームページに公開しています。

 

　

「
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡

充
に
係
る
意
見
書
」
を
内
閣
総

理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
な
ど

6
人
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
改

善
の
た
め
に
、
計
画
的
な
教
職

員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と

及
び
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準

の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

教
職
員
の

定
数
改
善
を

地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
を

陳
情

請
願

傍
聴
さ
れ
る
方
は
４
階
へ

　

真
庭
市
議
会
の
本
会
議
・
委
員
会
を
間

近
で
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
議
会
だ
よ

り
の
紙
面
で
は
、
お
伝
え
で
き
な
い
議
員

の
生
の
活
動
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議
会
開
会

中
に
真
庭
市
役
所
４
階
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
議
場
の
入
り
口
で
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
、
簡
単
に
傍

聴
席
へ
お
入
り
い
た
だ
け
ま
す
。
傍
聴
席
は

30
席
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
の
様
子
は
真
庭
い
き
い

き
テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ
て
い
ま
す
。
議

員
の
発
言
の
際
、
傍
聴
席
が
生
中
継
に
映

り
込
む
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

６月定例会の様子

定
数
改
善
を

定
数
改
善
を

主な

議決
内容

政務活動費 公表を

8
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民
に
対
し
、
ど
う
説
明
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
実
施
は
い
つ
頃
か
ら
か
。

対
象
と
な
る
組
織
は
自
治
会
を
は

じ
め
、
地
域
自
主
組
織
、
地
域
づ
く

り
委
員
会
な
ど
。
個
人
は
対
象
と
な
ら
な

い
。
制
度
の
説
明
は
地
域
づ
く
り
委
員
会

で
行
う
。
６
月
頃
よ
り
実
施
す
る
。

■
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
か
ら
の
電
力

　

供
給
を
受
け
る
施
設
を
拡
大

　

真
庭
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
と

の
電
気
受
給
契
約
で
す
が
、
３
月
26
日
天

の
川
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、
真
庭
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
か
ら
の
電
力
供
給
を
受
け
る

施
設
を
拡
大
す
る
た
め
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル

ギ
ー
株
式
会
社
と
電
力
受
給
に
関
す
る
調

印
を
行
っ
た
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
３
月
ま
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
か
ら
の
受
給
施
設
は
、
本
庁
と
エ

ス
パ
ス
セ
ン
タ
ー
の
２
施
設
で
し
た
が
、

４
月
か
ら
市
立
の
小
中
学
校
、
こ
ど
も
園
、

消
防
本
部
及
び
上
下
水
道
施
設
の
45
施
設

を
加
え
て
、
47
施
設
へ
と
大
幅
拡
大
を
し

ま
し
た
。
契
約
の
期
間
は
、
平
成
30
年
４

月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の
１

年
間
、
契
約
電
力
は
高
圧
低
圧
合
わ
せ
て

２
，
７
５
２
kW
、
使
用
電
力
量
は
高
圧
低

圧
合
わ
せ
て
６
，
７
１
９
・
８
MWh
で
、
電

気
料
金
は
従
前
の
契
約
と
比
較
し
て
、
約

400
万
円
の
削
減
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

件
を
１
ａ
に
緩
和
し
て
、
空
き
家
や
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

自
治
会
等
と
は
、
ど
の
よ
う
な
組

織
を
示
す
の
か
。
こ
の
制
度
を
市

度
選
定
さ
れ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に

応
募
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
は
じ
め
と
し
た
木
材
活
用
、

液
肥
の
活
用
な
ど
既
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に

沿
っ
た
独
自
の
取
組
を
進
め
て
お
り
、
今
後

も
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
杜
市
」
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定
さ

れ
る
と
ど
う
な
る
の
か
。

国
は
、
自
治
体
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
に
向
け
た
優
れ
た
取
組
を

提
案
す
る
約
30
自
治
体
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
」
と
し
て
選
定
。
ま
た
、
特
に
先

導
的
な
取
組
10
自
治
体
を
「
自
治
体
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
選
定
。
自
治

体
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
た
め
の
取
組
に
対

し
、
国
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。
更
に
モ

デ
ル
事
業
に
選
定
さ
れ
る
と
、
上
限
４
，

０
０
０
万
円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
。

■
地
域
認
定
空
き
家
制
度

　

自
治
会
等
が
地
域
に
あ
る
空
き
家
の
所

有
者
等
と
協
力
し
、
調
査
・
交
渉
し
た
う

え
で
、
登
録
申
請
し
、
空
き
家
利
用
者
と

賃
貸
、
若
し
く
は
売
買
の
契
約
が
成
立
す

れ
ば
、
自
治
会
等
に
活
動
奨
励
金
（
１
件

に
つ
き
３
万
円
）
を
交
付
す
る
。
今
回
、

農
業
委
員
会
と
連
携
し
、
農
地
取
得
の
要

　

本
委
員
会
で
は
、
５
月
９
日
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
の
意
見
交
換
会
、
３
月
８

日
、
14
日
及
び
４
月
17
日
、
21
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求

め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
違
う
視
点
か
ら
見
た
真
庭
は

　

真
庭
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
連
携

を
深
め
、
今
後
の
市
政
や
議
会
活
動
に
反

映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

10
人
の
隊
員
と
真
庭
に
定
住
さ
れ
て
い

る
元
隊
員
３
人
の
計
13
人
と
、
協
力
隊
と

し
て
の
活
動
や
テ
ー
マ
、
住
ん
で
分
か
っ

た
違
う
視
点
か
ら
見
た
真
庭
な
ど
、
多
く

の
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

移
住
や
関
係
人
口
構
築
に
向
け
ど
う
す

べ
き
か
、
委
員
会
と
し
て
研
究
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

■
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
杜
市
の
推
進

　
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

は
、
経
済
、
社
会
、
環
境
な
ど
め
ぐ
る
広
範
な

課
題
に
統
合
的
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
り
、

国
で
は
、
自
治
体
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
向
け
た
取
組
を
公
募
し
、
全
国
で
30
程

《
総
合
政
策
部
》

《

総

務

部

》

Q：Question=問　A：Answer=答

A

A

Q

Q

天の川こども園でのバイオマス電力供給開始調印式
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し
た
。
７
月
21
日
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、

今
あ
る
自
然
を
生
か
し
た
整
備
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
民
間
活
力
を
活
用
し
た
環
境

保
全
や
森
林
を
通
じ
た
交
流
に
よ
る
地
域

活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
候
補
地
選
定
の
進
捗
状
況
を
報
告

　

５
月
21
日
の
委
員
会
で
は
、
生
ご
み
等

資
源
化
施
設
地
域
提
案
選
定
委
員
会
の
委

員
の
選
任
や
、
提
案
に
係
る
協
議
を
進
め

る
た
め
の
要
綱
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
委
員
会
は
３
～
４
回
程
度
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
当
初
予
定
し
て
い
た

平
成
30
年
夏
頃
の
候
補
地
決
定
が
、
委
員

の
日
程
調
整
等
に
よ
り
、
秋
以
降
に
ず
れ

込
む
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

止
し
、
新
た
に
６
つ
の
日
常
生
活
圏
域
ご

と
に
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を

配
置
す
る
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
の
生

活
課
題
の
把
握
や
関
係
団
体
と
の
連
絡
等

を
行
い
、
生
活
支
援
や
介
護
予
防
の
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　

事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
制
度
の

周
知
や
地
域
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
こ
と

か
ら
、
議
会
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お

伝
え
し
た
い
と
考
え
、
５
月
に
開
催
し
た

「
議
会
報
告
会
＋
市
民
と
語
る
会
」
で
の
委

員
会
か
ら
の
報
告
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
森
林
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
期
待

　

４
月
23
日
の
委
員
会
で
は
、「
株
式
会
社

冒
険
の
森
」
が
、
中
和
地
内
の
市
有
林
の

一
部
を
借
り
受
け
、
森
林
を
活
用
し
た
自

然
共
生
型
の
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
ク
事
業
を

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
真
庭
市
と
協
定
書

の
調
印
を
行
っ
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま

要
性
等
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
議
論
は
、
久
世
地
域
の
園

整
備
計
画
の
見
直
し
を
検
討
す
る

も
の
な
の
か
、
全
体
と
し
て
の
見
直
し
を

議
論
す
る
も
の
な
の
か
。

ま
ず
は
、
真
庭
市
全
体
の
子
育
て
に

関
す
る
基
本
方
針
の
よ
う
な
位
置

づ
け
に
な
る
も
の
か
ら
議
論
し
た
い
。

■
新
し
く
な
っ
た
「
百
楽
苑
」
を
視
察

　

３
月
19
日
の
委
員
会
で
は
、「
養
護
老
人
ホ
ー

ム
百
楽
苑
」
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
養
護
老
人
ホ
ー
ム
百
楽
苑
」
は
、
平
成

29
年
４
月
１
日
か
ら
「
真
庭
市
養
護
老
人

ホ
ー
ム
さ
さ
ぶ
き
苑
」
の
事
業
を
引
き
継

ぎ
、「
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
苑
」
を
改

築
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
外
来
入
浴
施
設
を

併
設
し
た
施
設
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人

郁
青
会
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

さ
ぶ
き
苑
か
ら
引
き
継
が
れ
た
事
業
の
状

況
や
、「
元
気
は
つ
ら
つ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

「
外
来
入
浴
百
楽
の
湯
」
等
の
地
域
に
開
か

れ
た
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
改
築

さ
れ
た
施
設
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推

　

進
を
目
指
し
て

　

４
月
23
日
の
委
員
会
で
は
、
今
年
度
か

ら
従
来
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
廃

　

本
委
員
会
で
は
、
３
月
14
日
、
19
日
、

23
日
、
４
月
23
日
及
び
５
月
21
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求

め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
真
庭
の
子
育
て
環
境
の
あ
り
方
を
検
討

　

３
月
14
日
の
委
員
会
で
は
、
久
世
地
域

を
主
と
し
た
幼
稚
園
・
保
育
園
の
整
備
計

画
の
見
直
し
を
行
う
た
め
に
、
平
成
29
年

９
月
定
例
会
に
お
い
て
検
討
委
員
会
設
置

に
係
る
補
正
予
算
を
計
上
さ
れ
た
も
の
が

不
執
行
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明

を
求
め
ま
し
た
。

　

副
市
長
か
ら
、
予
算
執
行
を
行
わ
な

か
っ
た
理
由
と
し
て
、
保
育
政
策
に
係
る

国
の
情
勢
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
そ
の
見
極
め
を
行
う
必

要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
職
員
の
勉
強
会

等
を
開
催
し
、
執
行
部
内
で
時
間
を
か
け

た
議
論
を
行
っ
た
上
で
、
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
た
こ
と
等
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
補
正
予
算
以
降
の
議
論

の
経
過
や
真
庭
市
に
お
け
る
公
的
保
育
の

あ
り
方
、
官
民
含
め
た
幅
広
い
検
討
の
必

A Q

養護老人ホーム百楽苑　現地視察の様子
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健
康
福
祉
部
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《

生
活
環
境
部
》
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あ
た
る
３
，
０
７
２
ｍ
で
管
路
の
調
査
を

し
た
結
果
、
不
良
個
所
が
417
か
所
あ
り
ま

し
た
。
部
分
的
な
修
繕
で
は
効
果
が
望
め

な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年

度
か
ら
国
庫
事
業
に
よ
り
計
画
的
に
修
繕

す
る
検
討
を
始
め
た
と
の
こ
と
で
す
。

■
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
で
情
報
発
信

　

勝
山
カ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
、
高
校
、
大
学
、
地
域
が
連
携
し
て
勝

山
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
、
観
光
、

地
域
づ
く
り
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
、
整

理
、
発
信
ま
で
行
う
勝
山
ペ
デ
ィ
ア
の
実

施
と
地
域
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
と
教
育

機
関
等
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

勝
山
ペ
デ
ィ
ア
は
勝
山
だ
け
で
行

う
事
業
な
の
か
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
へ
の
掲
載
は
社
会
的
信
用
性
の
面
か

ら
、
公
が
お
金
を
か
け
て
載
せ
る
媒
体
と

し
て
は
疑
問
に
感
じ
る
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。平

成
30
年
度
は
勝
山
だ
け
で
行
う

が
、
今
後
は
広
が
っ
て
い
く
可
能

性
は
あ
る
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
は
、
掲
載

ル
ー
ル
が
あ
り
、
執
筆
者
は
載
ら
な
い
が
、

出
典
を
全
て
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
掲
載
す
る
こ
と

で
、
例
え
ば
勝
山
町
並
み
保
存
地
区
と
検

索
す
れ
ば
、
検
索
結
果
が
上
位
に
表
示
さ

れ
る
の
で
、
情
報
発
信
と
し
て
は
よ
い
手

段
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

お
け
る
農
業
集
落
排
水
の
管
路
調
査
結

果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
日

当
た
り
処
理
量
250
㎥
の
と
こ
ろ
、
平
成

26
年
頃
か
ら
降
雨
時
に
は
倍
の
500
㎥
を

超
え
る
流
入
量
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
全
延
長
11
・
８
㎞
の
約
４
分
の
１
に

意
見
も
聴
き
な
が
ら
、
今
後
、
ど
の
立
ち

位
置
で
林
業
政
策
に
取
り
組
む
べ
き
か
、

委
員
会
と
し
て
の
方
向
性
を
さ
ら
に
探
っ

て
い
き
ま
す
。

■
農
村
振
興
室
を
新
設

　

農
業
振
興
課
か
ら
、
新
た
に
設
置
さ
れ

た
農
村
振
興
室
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
農
村
地
域
の
活
力
を

維
持
し
、
持
続
的
な
地
域
経
営
が
で
き
る

よ
う
、
鳥
獣
害
対
策
や
中
山
間
地
域
対
策

等
の
農
業
農
村
政
策
を
総
合
的
に
企
画

し
、
推
進
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

鳥
獣
害
対
策
は
大
き
な
テ
ー
マ
だ

が
、ジ
ビ
エ
カ
ー
導
入
と
ど
う
関
係

が
あ
る
の
か
。

鳥
獣
害
対
策
（
捕
獲
・
電
気
柵
設
置

な
ど
）
の
基
本
の
部
分
と
、
総
合
的

な
鳥
獣
害
対
策
と
し
て
地
域
を
巻
き
込
ん

だ
モ
デ
ル
事
業
の
ジ
ビ
エ
カ
ー
導
入
が
あ

る
。
こ
の
事
業
は
連
携
が
大
前
提
で
、美
作

市
・
奈
義
町
と
真
庭
市
で
連
携
し
て
行
う
。

■
宮
地
の
農
業
集
落
排
水 

修
繕
へ

　

下
水
道
課
か
ら
北
房
・
宮
地
地
区
に

　

本
委
員
会
で
は
、
５
月
11
日
に
林
業
・

木
材
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
会
、
３
月

15
日
、
４
月
18
日
及
び
５
月
23
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求

め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
真
庭
の
林
業
の
課
題
は　

　

持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り
の
推
進
に
向

け
て
、
現
状
や
課
題
を
共
有
す
る
た
め
、

林
業
・
木
材
関
係
団
体
と
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

真
庭
森
林
組
合
、
真
庭
地
区
木
材
組
合

及
び
真
庭
木
材
事
業
協
同
組
合
の
代
表
者

ら
５
人
が
参
加
し
、
真
庭
の
森
林
づ
く
り
、

林
業
・
木
材
産
業
の
担
い
手
育
成
、
森
林
環

境
税
と
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
３

テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

真
庭
の
林
業
を
守
る
た
め
に
、
皆
伐
～

再
造
林
を
進
め
る
べ
き
と
の
方
向
で
一
致

し
、
山
主
の
負
担
が
な
い
よ
う
な
方
法
が

可
能
か
、
森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
り
実
施

で
き
る
の
か
。
ま
た
、
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
ド

ロ
ー
ン
、
レ
ー
ザ
ー
測
量
を
使
っ
て
の
山

林
の
把
握
が
必
要
で
、
民
間
事
業
者
が
利

用
で
き
る
よ
う
な
方
策
が
可
能
か
、
な
ど

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
者
だ
け
で
は
な
く
山
林
所
有
者
の

《

建

設

部

》

《

勝
山
振
興
局
》

《

産

業

観

光

部

》

A

A

Q

Q
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け
て
の
診
療
は
身
体
的
に
も
大

き
な
負
担
。
医
師
自
身
も
訪
問

医
療
は
時
間
的
制
約
の
中
で
大

き
な
負
担
。
そ
う
し
た
中
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
の
発
展
に

よ
り
診
療
が
容
易
に
な
り
、
平

成
27
年
８
月
に
厚
生
労
働
省
が

一
般
診
療
で
も
遠
隔
診
療
を
認

め
た
。
ま
た
、
本
年
４
月
に
は

初
め
て
健
康
保
険
の
適
用
対
象

　

岡
山
県
が
発
表
し
た
岡
山
県

保
健
医
療
計
画
に
よ
る
と
、
平

成
29
年
４
月
１
日
現
在
の
真
庭

地
域
内
の
病
床
数
672
床
を
平
成

52
年
に
は
必
要
病
床
を
426
床

と
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

慢
性
期
患
者
を
中
心
に
在
宅

医
療
、
看
護
へ
と
い
う
方
向

だ
。
一
方
、
団
塊
世
代
が
全
て

75
歳
と
な
る
平
成
37
年
以
降

の
急
激
な
高
齢
化
に
よ
り
医

療
需
要
は
更
に
高
ま
る
。
開
業

医
自
身
の
高
齢
化
も
懸
念
さ

れ
る
。
公
共
交
通
が
十
分
で
な

い
、
医
療
機
関
か
ら
遠
い
な
ど

高
齢
者
が
医
療
機
関
に
出
か

用
し
て
、「
寄
り
添
う
保
育
サ
ー
ビ

ス
推
進
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を

配
置
し
た
成
果
を
お
伺
い
す
る
。

　

保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配

置
し
た
こ
と
で
116
件
の
相
談
が

有
り
、
相
談
後
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
や
お
世
話
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
保
育
を
希
望
す
る
市

民
の
方
と
園
と
の
パ
イ
プ
役
が

保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
あ
り
、

待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
国
の
寄
り
添

う
保
育
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業
と

い
う
補
助
制
度
を
活
用
し
て
い

る
。
今
年
度
は
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
を
２
名
に
増
や
し
今
後
も

こ
の
事
業
を
継
続
す
る
つ
も
り

で
あ
る
。

　

平
成
30
年
４
月
に
策
定
さ
れ

た
第
３
次
真
庭
市
障
が
い
者
計
画

の
推
進
方
針
を
伺
う
。

に
な
り
、
医
療
機
関
で
の
普
及

が
期
待
さ
れ
る
。
医
師
、
患
者

双
方
の
負
担
軽
減
や
良
質
な
医

療
を
受
け
る
に
は
、
遠
隔
診
療

の
普
及
支
援
が
必
要
だ
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
お
り
、
今
後
も
広
が
っ

て
い
く
、
ま
た
必
要
に
お
い
て
広

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

子
育
て
世
帯
は
核
家
族
の
割

合
が
高
い
が
、
同
居
・
別
居
を
問

わ
ず
、
子
育
て
論
の
違
い
か
ら
祖

父
母
世
代
と
の
間
に
ず
れ
が
生
じ

る
こ
と
も
あ
る
反
面
、
孫
・
親
・
祖

父
母
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。
祖

父
母
世
代
の
孫
育
て
応
援
の
た

め
、
今
の
子
育
て
情
報
を
掲
載
し

た〝
祖
父
母
手
帳
〞
の
作
成
・
配
布

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
祖
父
母

と
親
の
上
手
な
付
き
合
い
方
、
子

育
て
新
常
識
、
子
ど
も
の
事
故
の

注
意
点
、
具
体
的
な
遊
び
方
、
お

出
か
け
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
も
の
。

　

県
が
お
か
や
ま
子
育
て
応
援

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ「
グ
ラ
ン
パ
・
グ
ラ
ン
マ

編
」
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
冊
子

を
配
布
し
て
い
る
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
上
島
健
康
福
祉
部
長

祖
父
母
手
帳
の
作
成
・

配
布
を

保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

を
配
置
し
た
成
果
を

第
３
次
真
庭
市
障
が
い

者
計
画
の
推
進
方
針

遠
隔
医
療
の

普
及
を
！

遠隔医療を受ける男性　イメージ

問

問

問岩

本

壯

八

問大

月

説

子

　

真
庭
市
で
は
、
平
成
29
年
か
ら

未
来
を
担
う
人
応
援
基
金
を
活

答
太
田
市
長
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活
用
。
の
４
点
に
取
り
組
ん
で
、地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
総
合
的

な
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。
さ

ら
に
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

を
、
平
成
32
年
度
を
め
ど
に
整
備

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

公
文
書
は
、
市
民
の
知
る
権

利
の
保
障
や
歴
史
的
財
産
、
ま

た
知
的
財
産
と
し
て
非
常
に

大
切
な
も
の
で
あ
る
。
分
散
管

理
さ
れ
て
い
る
公
文
書
を
可
能

な
限
り
集
中
管
理
で
き
る
よ
う

に
、
公
文
書
保
管
の
書
庫
の
整

備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

基
本
は
、
公
文
書
と
い
う
の

は
作
っ
た
途
端
、
市
民
の
財
産

で
、
知
的
財
産
だ
と
、
そ
し
て
ま

た
将
来
の
真
庭
市
に
と
っ
て
歴

史
的
な
も
の
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
、
市
民
が
主
体
的
に
利
用

で
き
る
、
適
正
な
管
理
、
保
存
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
今
の
段
階
で
新
し
い
施
設

を
造
る
と
い
う
こ
と
は
、
市
民

の
方
々
か
ら
も
支
持
を
得
ら
れ

な
い
と
思
う
。
た
だ
、10
か
所
で

保
管
し
て
い
る
と
い
う
の
も
多

過
ぎ
る
の
で
、
公
文
書
館
的
な

と
い
う
か
、
何
か
所
か
に
ま
と

め
て
、
情
報
公
開
に
も
耐
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　

地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
平
成
32
年
度
ま
で

削
減
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
根
拠
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
て
削
減
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
削
減
す
る
の
で
は

な
く
元
に
戻
す
、
あ

る
い
は
少
し
で
も
増

額
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

　

当
時
の
分
析
し

た
も
の
を
見
る
と
、

商
品
代
が
多
い
、
飲

食
費
が
多
い
。
減
っ

て
い
る
部
分
は
そ

の
部
分
で
あ
る
。
予

算
額
が
消
化
さ
れ

て
い
な
い
。
地
域
の

中
で
自
立
し
て
自

主
的
に
や
れ
る
よ

う
な
仕
組
み
、
そ

の
た
め
の
地
域
づ

く
り
の
単
位
は
ど

う
い
う
単
位
か
。
住
民
の
方
と

正
面
か
ら
そ
う
い
う
議
論
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
中
で

本
当
に
足
ら
な
い
と
い
う
の
な

ら
、
そ
れ
に
重
点
を
お
い
て
出

し
た
ら
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

貴
重
な
財
源
を
よ
り
効
果
的
な

と
こ
ろ
に
使
う
。
そ
う
い
う
こ

と
を
議
会
も
市
民
も
、
そ
し
て

そ
れ
を
行
政
は
し
っ
か
り
受
け

と
め
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

課
題
は
、
岡
山
県
障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
が
真
庭

地
域
に
な
い
事
で
あ
る
。
真
庭
に

設
置
す
べ
き
と
引
き
続
き
強
力
に

働
き
か
け
て
い
く
。
ま

た
、
現
在
行
っ
て
い
る

ト
ー
タ
ル
ラ
イ
フ
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
な
ど
を
行
政
と
関

係
機
関
と
が
重
な
る

よ
う
な
、
漏
れ
が
無
い

よ
う
な
支
援
体
制
を

整
え
て
行
く
。

　

今
後
の
相
談
支
援

体
制
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
▼
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
と
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
コ
ス
モ
ス
の
専
門

性
を
高
め
る
。▼
保
健

所
・
医
療
機
関
・
福
祉

関
係
機
関
・
市
の
情
報

共
有
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
体
制
の
構
築
を
図

る
。▼
相
談
員
が
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
で

各
種
制
度
が
活
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
▼

自
立
支
援
協
議
会
の

地
域
づ
く
り
事
業
補

助
金
の
見
直
し
を

公
文
書
保
管
の
書
庫

の
整
備
を
早
急
に

コスモスの園で、入所者が得意な作業に取り組んでいる様子

公文書を保管している旧北房公民館

問

答
上
島
健
康

福
祉
部
長

問庄

司

史

郎

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長
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オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
特
徴

は
、
教
室
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
隔
て
る
壁
の
な
い
広
い
空
間

に
あ
る
。
壁
が
無
い
こ
と
で
開
放

的
で
は
あ
る
が
、
学
年
毎
に
３
つ

の
教
室
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
が

一
体
と
な
っ
た
非
常
に
広
い
空
間

は
、
空
調
で
の
温
度
管
理
が
難

し
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
悪
い

構
造
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
遷
喬

小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
、
設
計
、
施
工
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
行
く
の
か
を
尋
ね
る
。

　

先
日
、「
今
後
の
遷
喬
を
考
え

る
会
」
が
教
育
長
も
出
席
さ

れ
開
催
さ
れ
た
。
築
30
年
に

な
る
遷
喬
小
の
教
育
と
長
寿

命
化
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、

今
後
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

方
向
性
を
示
す
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
子

ど
も
を
育
て
て
い
く
の
か
、
そ

れ
に
は
ど
ん
な
学
校
が
必
要

な
の
か
し
っ
か
り
議
論
し
て
、

大
人
に
な
っ
て
も
真
庭
で
暮

ら
し
た
い
と
思
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
教
育
の
環
境
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

遷
喬
小
は
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
を
有
す
る
学
校
で
あ

り
、
空
調
設
備
導
入
時
に
は

学
校
の
実
情
を
踏
ま
え
、
設
備
の

仕
様
、
工
法
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
設
計
は
平
成
32
年
度
、
工

事
は
平
成
33
年
度
を
予
定
し
て

い
る
。
空
調
整
備
は
、
児
童
・
生

徒
の
学
校
生
活
が
快
適
に
な
る

こ
と
を
第
一
義
に
考
え
、
設
置
費

用
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
考

慮
し
、
合
理
的
に
設
計
・
施
工
を

進
め
て
行
く
。

　

「
今
後
の
遷
喬
小
学
校
を
考
え

る
会
」
で
の
意
見
等
も
伺
い
な
が

ら
、
将
来
を
見
通
し
た
教
育
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

遷喬小学校のオープンスペース

　

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
は
月
ご
と
12

カ
月
あ
り
、
１
つ
の
月
の
あ
る
日

に
健
康
診
査
や
検
診
や
講
座
と

実
施
場
所
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、

カ
レ
ン
ダ
ー
の
次
の
ペ
ー
ジ
に
は

妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
、
医
療
機

関
一
覧
マ
ッ
プ
、
が
ん
検
診
等
の

ペ
ー
ジ
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

の
ペ
ー
ジ
等
が
あ
り
工
夫
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
、印

刷
物
と
し
て
各
戸
に
配
布
さ
れ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
も
閲
覧
で
き
る
。
本
市
も
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
を
導
入
し
て
は
い
か

が
か
。
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け

た
健
康
施
策
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

　

ご
提
案
の
カ
レ
ン
ダ
ー
形
式

に
し
て
健
康
関
係
の
情
報
を
伝

え
る
こ
と
は
非
常
に
い
い
提
案

だ
と
思
う
。
ご
提
案
も
含
め
て
、

健
康
だ
け
に
限
ら
ず
、
暮
ら
し

情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
・

市
の
必
要
な
情
報
を
紙
ベ
ー

ス
の
も
の
で
振
興
局
単
位
で
作

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
カ
レ

ン
ダ
ー
形
式
の
も
の
を
載
せ
て

い
く
こ
と
で
、
必
要
な
情
報
を

市
民
の
皆
さ
ん
が
簡
単
に
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
の
導
入

問

答
三
ツ
教
育
長

　

昨
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問

で
、市
内
の
全
小
・
中
学
校
普
通
教

室
175
室
と
特
別
教
室
53
室
の
計

228
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ

い
て
市
長
か
ら
の
答
弁
が
あ
り
、

今
年
度
か
ら
５
年
間
を
か
け
て
、

全
中
学
校
、
南
部
、
中
部
、
北
部

の
小
学
校
と
順
次
設
計
・
施
工
を

行
っ
て
行
く
と
の
こ
と
だ
が
、
遷

喬
小
学
校
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
採
用
し
た
学
校
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ

ン
工
事
の
進
め
方

　

人
工
内
耳
の
埋
め
込
み
手
術

は
健
康
保
険
の
適
用
対
象
に
な
っ

て
い
る
が
、
電
池
の
交
換
等
は
保

険
適
用
外
の
た
め
、
全
て
装
用
者

の
自
己
負
担
と
な
る
。
補
聴
器
は

補
装
具
と
し
て
障
害
者
総
合
支

援
法
に
よ
り
公
費
の
補
助
が
あ

る
が
、
人
工
内
耳
は
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
。
聴
覚
障
害
者
を
救

う
大
き
な
前
進
を
具
体
的
な
施

策
を
持
っ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
た

く
、
同
補
助
事
業
の
一
日
も
早
い

創
設
を
要
望
す
る
。
人
工
内
耳
装

用
者
へ
の
助
成
の
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

成
長
の
発
達
段
階
に
あ
る
子

ど
も
は
耳
か
け
部
と
イ
ヤ
モ
ー

ル
ド
で
機
器
を
安
定
さ
せ
る
機

能
が
あ
る
。
指
定
専
門
機
関
等

の
意
見
を
聞
い
た
上
で
決
定
し
支

給
す
る
。
過
去
２
件
補
助
実
績
が

あ
る
。
補
助
対
象
に
し
て
い
き
、

原
則
の
例
外
と
し
て
い
く
。

人
工
内
耳
体
外
機
購
入
・

イ
ヤ
モ
ー
ル
ド
作
成

に
対
す
る
助
成

問妹

尾

智

之

問谷

本

彰

良

美甘振興局発行の行事予定表

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長
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木造構造農業用ビニールハウス

椎ノ木御殿三浦邸

　

岩
手
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

南
部
研
究
室
で
、
杉
の
間
伐
材
を

使
っ
た
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
視
察
し
た
。
こ
の
ハ
ウ
ス
は
一

般
的
な
柱
や
間
柱
、
胴
縁
な
ど
で

作
ら
れ
て
お
り
、
屋
根
の
耐
荷
重

は
一
般
的
な
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
よ
り

高
く
最
大
荷
重
は
120
㎏
／
㎡
、
風

速
50
ｍ
に
も
耐
え
る
。
長
野
県
飯

　

平
成
元
年
２
月
に
旧
勝
山
町

に
寄
贈
さ
れ
た
椎
ノ
木
御
殿
三

浦
邸
が
、
最
近
そ
の
建
物
が
見

え
な
く
な
っ
た
こ
と
で
市
長
以

下
担
当
課
の
人
の
努
力
に
よ
り

伐
採
を
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
れ
で

一
部
は
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た

山
市
で
は
、
長
野
県
産
檜
の
構
造

用
合
板
を
骨
組
み
に
使
っ
て
い

た
。
ビ
ニ
ー
ル
は
、
２
重
張
り
で

冬
季
も
加
温
な
し
で
室
温
15
度

を
保
つ
事
が
出
来
、
イ
チ
ゴ
が
収

穫
で
き
る
と
聞
い
た
。
産
官
学
金

共
同
で
、
地
元
木
材
を
使
い
農
業

に
活
か
し
て
い
る
良
い
事
例
で
あ

る
。
真
庭
市
で
は
液
肥
の
利
用
促

進
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ハ
ウ
ス

内
で
液
肥
を
散
布
す
る
場
合
、
他

の
肥
料
よ
り
水
分
の
蒸
発
は
多

く
、
尿
素
の
成
分
は
鉄
を
錆
び
さ

せ
る
の
で
木
造
の
方
が
有
利
で

あ
る
と
考
え
る
。
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

で
は
、
お
金
は
地
域
外
に
流
れ
て

い
く
、
木
材
を
使
う
こ
と
に
よ
り

地
域
内
の
回
る
経
済
に
な
る
。
木

材
の
ま
ち
に
相
応
し
い
木
造
構

が
、も
う
少
し
見
え
づ
ら
い
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
、
現
在
残
っ
て
い

る
杉
、
ヒ
ノ
キ
等
伐
採
を
し
て

い
た
だ
き
、で
き
れ
ば
土
地
の
取

得
ま
で
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

伐
採
後
何
年
か
す
る
と
ま
た
伐

採
の
許
可
を
い
た
だ
く
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
の

で
、
で
き
れ
ば
お
願
い
し
た
い
。

伐
採
後
は
樹
木
の
低
い
花
木
等

の
植
栽
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
そ
こ
も
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。ヒ
ノ
キ
等
を
伐
採
す
る
こ

と
が
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
で

き
な
い
の
で
土
地
の
取
得

を
考
え
て
い
た
だ
き
、
今

後
長
い
間
椎
ノ
木
御
殿

が
守
れ
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
う
。
市
長
の
考
え
を

伺
う
。

　

三
浦
邸
の
関
係
だ
が
、

周
辺
部
の
景
観
向
上
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
関
係
も

あ
っ
た
の
で
、
一
部
の
山

に
つ
い
て
は
、
所
有
者
の

厚
意
を
い
た
だ
く
中
で
購

入
す
る
こ
と
で
、
国
道
か

ら
建
物
、
そ
れ
か
ら
周
辺

の
桜
が
見
え
る
よ
う
に
伐

採
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

下
か
ら
建
物
全
体
が
見
え
る
よ

う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
下

に
あ
る
木
が
伸
び
て
景
観
の
支

障
に
な
っ
て
い
る
。
所
有
者
の
理

解
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
建

物
が
下
か
ら
も
っ
と
見
え
る
よ

う
に
伐
採
を
し
て
い
き
た
い
。
取

得
の
話
が
あ
っ
た
が
、
ま
ず
こ
の

三
浦
邸
を
今
後
ど
う
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
、
全
体
を
考
え
な
い

と
次
に
取
得
を
し
て
い
く
こ
と

に
は
進
ま
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

管
理
形
態
を
見
直
し
て
少
な
く

と
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
出

る
こ
と
を
し
な
い
と
長
続
き
は

し
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

造
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
開

発
は
ど
う
か
。

　

木
造
構
造
の
農
業
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
は
積
雪
へ
の
耐
久
性
が

強
い
、
年
間
を
通
し
て
農
作
物
の

生
産
が
可
能
で
、
需
要
に
応
じ
た

農
作
物
の
生
産
拡
大
が
期
待
で

き
る
面
を
持
っ
て
い
る
。
木
材
は

弱
い
と
い
う
ふ
う
に
思
わ
れ
、
全

国
的
に
も
事
例
が
少
な
く
実
証

段
階
で
あ
り
、
本
格
的
な
農
業

利
用
の
普
及
に
至
っ
て
い
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
る
。
真
庭
市
が

今
す
ぐ
実
証
実
験
も
含
め
て
、
開

発
、
導
入
す
る
の
は
、
真
庭
市
の

力
量
か
ら
言
っ
て
難
し
い
。

　

今
ま
で
の
発
想
だ
け
で
農
業

を
や
っ
て
い
る
の
で
は
無
理
だ

と
思
う
。
真
庭
市
と
し
て
も
県
が

し
な
い
か
ら
真
庭
も
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
絶
対
し
な
い
。
県
の

力
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
精
力
的

に
農
業
関
係
者
、
林
業
等
色
々
な

方
々
と
共
に
先
進
的
農
業
を
行

い
。
農
業
も
含
め
地
域
経
済
の
循

環
が
進
む
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
。
県
議
会
議
員
に

も
話
し
て
、
県
が
こ
う
い
う
こ
と

に
は
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
だ
め

な
ん
だ
と
県
に
強
く
訴
え
か
け

て
い
き
た
い
。

答
太
田
市
長

木
造
構
造
の
農
業
用

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

開
発
を

勝
山
領
主
三
浦
氏
遺
構

の
三
浦
邸
周
辺
整
備

問古

南

源

二

問初

本

　
勝

答
太
田
市
長
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く
り
が
急
務
で
あ
る
。
在
宅
介
護

の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
今

以
上
に
老
々
介
護
が
課
題
と
な
る

と
懸
念
す
る
。
市
長
の
見
解
を
尋

ね
る
。
①
介
護
予
防
事
業
に
今
後

ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
取
組
ま
れ
る

か
。
②
介
護
予
防
事
業
に
今
以
上

予
算
を
投
入
す
る
考
え
は
あ
る
か

③
平
成
37
年
以
降
の
市
の
介
護

保
険
料
の
推
計
値
は
ど
う
か
。

　

①「
げ
ん
き
☆
輝
き
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
」
に
取
組
み
、
地
域
の
集

い
の
場
づ
く
り
や「
き
ら
り
シ
ル

バ
ー
事
業
」
を
活
用
し
て
、
高
齢

者
が
有
す
る
経
験
や
知
識
、
技
術

を
生
か
し
て
、
積
極
的
な
社
会
参

加
を
促
し
社
会
的
な
役
割
や
自

分
の
幸
福
実
現
が
出
来
る
仕
組

み
を
作
っ
て
支
援
し
て
い
く
。
②

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
小
さ
な

拠
点
と
の
バ
ラ
ン
ス
は　

居
住
誘

導
は

　

真
庭
市
で
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
と
い
う
よ
う
な
規
模
の
も
の

は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
。
た
だ

313
号
線
沿
い
あ
る
い
は
181
号
線

沿
い
に
一
定
の
機
能
が
集
ま
る

ま
ち
づ
く
り
を
し
な
い
と
周
辺

に
住
ん
で
い
る
方
も
生
活
が
成

組
ん
で
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
こ
の
制
度
が
市
内
各
地
で
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
市
と
し

て
何
ら
か
の
働
き
か
け
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

①
今
何
で
も
使
え
る
交
付
金

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
す
る
の
は

難
し
い
。
大
事
な
話
だ
と
思
う
の

で
研
究
を
進
め
る
。

　

②
美
甘
な
ど
の
有
効
な
事
例

を
他
の
地
域
自
主
組
織
に
も
伝

え
る
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
各

地
域
づ
く
り
委
員
会
で
ふ
る
さ

と
応
援
交
付
金
の
活
用
を
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
報
告
会
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

り
立
た
な
い
。
一
方
で
、
小
さ
な

拠
点
と
い
う
か
、
日
々
の
生
活
は

そ
こ
で
間
に
合
う
よ
う
に
す
る

整
備
も
必
要
で
、う
ま
く
組
み
合

わ
せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
き
る
よ

う
な
真
庭
市
全
体
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

居
住
地
の
誘
導
に
つ
い
て
は

個
人
の
自
由
な
意
思
を
尊
重
す

る
こ
と
は
ま
ず
必
要
で
あ
る
。
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
、
多
く
の
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
の
居
住
地
の

誘
導
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

　

①
住
民
自
治
を
進
め
る
に
は

地
域
が
自
ら
使
途
を
決
定
し
活

用
で
き
る
自
由
枠
一
括
交
付
金
制

度
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
②
地
域
自
ら
が
考
え
行
動
す

る
こ
と
で
大
き
な
交
付
金
に
つ
な

が
る
可
能
性
の
あ
る
地
域
指
定
の

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
現
在
27

団
体
が
登
録
を
さ
れ
て
い
る
。
昨

年
実
績
で
300
万
円
を
超
え
る
地

域
も
あ
れ
ば
全
く
な
い
地
域
も
あ

る
。
団
体
登
録
を
し
た
だ
け
で
は

有
効
に
機
能
せ
ず
、
ど
う
取
り

単
費
を
ど
こ
に
ど
う
つ
ぎ
込
む
の

か
、
議
会
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
十
分
に
議
論
し
、
有
効
な
対

策
に
お
金
の
使
い
方
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
③
介
護
保
険
料
は
、
現
在
の

５
，
６
７
０
円
か
ら
１
，
２
０
０

円
程
上
が
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
最
大

限
独
自
性
を
発
揮
し
て
、
効
果

的
・
効
率
的
な
事
業
を
実
施
す
る

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

地域での環境整備活動

げんき ☆ 輝きエクササイズ

問

答
新
田
総
合
政
策
部
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

将
来
の
真
庭
市
の

ま
ち
づ
く
り

住
民
自
治
に
向
か
っ
て

の
地
域
づ
く
り
を

　

報
道
に
よ
る
と
平
成
37
年
に

は
、
基
準
保
険
料
が
月
８
，
０
０
０

円
を
超
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

後
期
高
齢
者
窓
口
負
担
も
２
割
に

引
き
上
げ
保
険
料
は
全
国
平
均

月
６
，
５
０
０
円
程
度
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。
介
護
が
必
要
と
な
る

方
は
、全
国
で
141
万
人
増
え
、770
万

人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
３
年
前

の
推
計
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
、

介
護
予
防
の
取
組
が
進
ん
だ
結

果
と
の
分
析
で
あ
る
。
市
で
は
、平

成
37
年
に
は
高
齢
化
率
が
、
40
％

を
超
え
る
。
急
激
な
生
産
人
口
の

減
少
の
中
、
財
源
不
足
・
担
い
手

不
足
が
生
じ
、
大
き
な
社
会
現
象

が
起
こ
る
の
で
は
と
不
安
を
感
じ

る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
の
た
め
、
総
合
事
業
の
実
施
や

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
た
新
た
な
取
組
体
制
づ
く

り
に
は
期
待
す
る
。
介
護
予
防
事

業
を
徹
底
し
て
全
市
隅
々
ま
で
構

築
し
、
実
践
す
る
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
り
、
官
民
協
働
の
体
制
づ

今
後
の
介
護
予
防
事
業

の
充
実
策
と
介
護
保
険

料
の
推
移
は

問原

　
秀

樹

問柴

田

正

志

答
上
島
健
康
福
祉
部
長

答
太
田
市
長
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３
号
機
、
137
万
kw
の
稼
働
に
向
け

て
、
事
前
了
解
を
島
根
県
及
び
松

江
市
に
申
入
れ
て
い
る
。
真
庭
市

は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
区
域
内（
30
㎞
圏
内
）

の
安
来
市
よ
り
避
難
者
の
受
け
入

れ
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
安
全

確
保
対
策
を
ど
の
様
に
確
立
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
活

用
で
き
る
所
は
、
消
費
電
力
を
少

な
く
し
な
が
ら
、
一
方
で
人
間
が

制
御
出
来
な
い
様
な
も
の
は
廃

止
し
て
い
く
べ
き
。
国
の
政
策
を

根
本
的
に
変
え
る
と
こ
ろ
か
ら

で
無
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

相
続
未
登
記
な
ど
で
所
有
者

が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
土
地
の
面
積
が
、
九
州

よ
り
広
い
約
410
万
ha
に
達
す
る
と

の
推
計
結
果
が
昨
年
公
表
さ
れ

た
。
な
ぜ
、
こ
う
し
た
所
有
者
不

明
土
地
が
生
ま
れ
る
の
か
、
対
策

を
求
め
た
い
。
真
庭
市
の
実
態
的

把
握
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　

真
庭
市
で
把
握
で
き
る
の
は
、

固
定
資
産
税
台
帳
で
一
定
把
握

す
る
以
外
な
い
。
29
年
度
で
、
固

定
資
産
税
納
税
通
知
書
２
万
７
，

９
８
０
件
だ
が
、
あ
て
先
不
明
に

よ
り
調
査
を
要
す
る
も
の
が
、
131

件
で
全
体
の
0.5
％
。
面
積
割
合
157

ha
で
あ
る
。
真
庭
市
全
体
の
0.2
％

と
な
っ
て
い
る
。
原
因
背
景
は
、

都
市
へ
の
人
口
移
動
や
、
米
価
や

木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
る
農
地

や
林
地
の
資
産
価
値
の
低
下
に

よ
る
所
有
意
思
の
希
薄
化
な
ど

で
あ
る
。
増
加
傾
向
で
あ
る
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
、
自
分
の
性
に
違

和
感
の
あ
る
方
を
表
す
言
葉
で
あ

る
。
国
連
で
は
、
性
的
指
向
や
性

自
認
を
理
由
と
す
る
暴
力
や
差
別

に
対
す
る
懸
念
を
表
明
す
る
決

議
が
採
択
さ
れ
、
日
本
も
賛
成
し
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
偏
見

と
差
別
解
消
に
取
り
組
む
こ
と
を

国
と
し
て
確
認
し
て
い
る
。
性
的

少
数
者
の
声
に
寄
り
添
い
、
自
尊

感
情
を
育
み
、
ケ
ア
し
て
い
く
こ

と
、
生
活
向
上
と
権
利
の
拡
大
が

求
め
ら
れ
る
。

　

人
間
の
安
全
保
障
あ
る
い
は

多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
う
共

生
社
会
の
実
現
の
観
点
か
ら
、
克

服
し
て
い
く
べ
き
だ
。
人
権
教
育

啓
発
推
進
指
針
で
も
、
解
決
す
べ

き
重
要
な
問
題
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
相
談
は
生
活
総
合
相
談
窓

口
で
受
け
付
け
る
。
ま
た
、
市
の

施
設
で
あ
る
多
目
的
ト
イ
レ
な

ど
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
る
こ

と
を
伝
え
る
よ
う
な
サ
イ
ン
も

設
置
し
て
い
き
た
い
。

　

理
解
、
学
習
指
導
法
、
環
境
づ

く
り
、
相
談
体
制
を
整
え
て
い
く

観
点
で
の
研
修
を
重
視
し
た
い
。

保
育
所
に
地
域
の
子
ど
も
さ
ん

も
受
け
入
れ
る
こ
と
も
含
め
新

た
な
民
間
事
業
者
の
参
入
も
視

野
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
う

刺
激
策
は
、
国
が
打
つ
対
策
を
現

象
面
の
対
策
に
終
わ
ら
せ
る
こ

と
な
く
長
期
に
続
く
視
点
か
ら

や
っ
て
い
き
た
い
。

　

真
庭
市
は
、
島
根
原
発
か
ら
70

キ
ロ
圏
内
に
あ
り
、
万
一
島
根
原

発
で
福
島
第
一
原
発
同
様
の
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
気
象
条
件
に

よ
っ
て
は
放
射
能
汚
染
が
心
配
さ

れ
る
。
中
国
電
力
は
５
月
22
日
、第

　

来
年
10
月
の
消
費
税
10
％
増

税
後
の
消
費
落
ち
込
み
対
策
と
し

て
、「
骨
太
方
針
２
０
１
８
」
に
消

費
喚
起
策
を
盛
り
込
む
と
さ
れ
、

原
案
を
公
表
し
た
。
平
成
31
、
32

年
の
当
初
予
算
に
財
政
出
動
を
計

上
す
る
し
て
お
り
、
子
育
て
支
援

策
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

時
期
を
半
年
間
程
度
前
倒
し
を

検
討
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
真

庭
市
も
、
園
整
備
計
画
の
見
直
し

に
取
組
ん
で
い
る
が
、
保
育
士
等

の
確
保
策
な
ど
態
勢
作
り
が
急
が

れ
る
が
見
解
を
伺
う
。
消
費
不
況

を
招
き
か
ね
ず
、
地
域
経
済
へ
の

悪
影
響
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
、
独
自
の
消
費
刺
激
策
が
必

要
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　

６
月
６
日
全
国
市
長
会
で
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
は
全
て

国
の
責
任
に
お
い
て
実
施
す
る

事
な
ど
の
決
議
を
し
て
い
る
。
今

年
度
か
ら
新
た
に
保
育
補
助
員

制
度
を
実
施
。
国
レ
ベ
ル
の
制
度

設
計
を
注
視
し
な
が
ら
企
業
内

多目的トイレのサイン

島根原発　提供：中国電力

問

問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

所
有
者
不
明
土
地
の

実
態
把
握
は
で
き
て

い
る
の
か

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の

権
利
保
障
を

原
子
力
災
害
対
策

消
費
税
増
税
へ
の
対
応

答
三
ツ
教
育
長

問柿

本

健

治

問岡

﨑

陽

輔

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長
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議会の動き議会の動き

８
月
８
日
（
水
）

８
月
13
日
（
月
）

８
月
14
日
（
火
）

８
月
15
日
（
水
） 湯

原
は
ん
ざ
き
祭
り

中
和
ふ
る
さ
と
祭
り

久
世
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

蒜
山
花
火
大
会

８
月
に
行
わ
れ
る

   

真
庭
市
内
の
花
火
大
会

議会の動き議会の動き

　５月30日、東京国際フォーラムで開催された「全

国市議会議長会総会」で長尾修議長が産業経済委

員会の副委員長に就任しました。この日は全国814

の市・区議会が出席しており、安倍晋三総理大臣、野

田聖子総務大臣ら来賓から祝辞がありました。

　長尾議長は地域の代表として地域がかかえる課

題を国の会議で提案することとなります。

長尾議長が全国の副委員長に
真庭市に初の
大雨特別警報（土砂災害）発表

　６月16日（土）北房文化センターで、滋賀県米原

市・愛知県阿久比町・和歌山県紀の川市・山口県下関

市・福岡県北九州市の５市町と真庭市を含め６市町

の参加。ほたる保護や環境保全の取り組みや課題を

共有する「2018ほたるサミット㏌真庭」が、発足30周

年の節目に開催されました。

　来年度は、北九州市で開催される予定です。

全国ほたるサミット開催

　７月６日に真庭市で大雨特別警報（土砂災害）が

発表されました。発表を受け、真庭市では真庭市災

害対策本部を設置し、議会でも真庭市議会災害対策

委員会を設置し、各議員が居住地域において情報収

集、相談、助言等を行いました。

　５月30日、真庭市・真庭商工会共催による平成

30年度新規就職者激励会が、市内25事業所から82

名の新規就職者が参加し、市役所２階大会議室に

おいて開催されました。新規就職者の皆さんの今

後の活躍を期待します。昨年度は、22事業所から

93名参加でした。

　写真は市役所会議室にて行われた激励会の様子。

新規就職者激励会を開催

ホタル保護を訴えた子どもたちのミュージカル

被害を受けた国道313号線　下方地内

　早稲田大学マニフェス

ト研究会が2017年度「議

会改革度調査」ランキング

TOP300を公開。真庭市議会

は政策討論会や市民と語る会の開催などの議会活

性化15策を設け推進したことが評価され、571位

から156位へ大幅に順位を上げました。県内では井

原市議会94位、倉敷市議会170位、総社市議会266

位と４つの自治体がTOP300に入っています。

議会改革度調査
真庭市１５６位に

あいさつする長尾修議長

山
あ
い
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
美
甘
の
花
火    

回答のあった
1,318議会のうち

総合順位 156位

・情報共有・・・479位
・住民参加・・・  53位
・機能強化・・・196位
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議会の動き 議会の動き議会の動き

　５月14日、市役所４階で龍谷大学教授・土山希美

枝氏を昨年に引き続き講師に迎え「政策議会とはな

にか・市民との話し合いのデザインを考える」と題

した研修会を行いました。

　午前は、政策議会を考えると題した講演で、午後

は、実りある議会報告会のための対話の姿勢とツー

ルを考えると題したワークショップ形式での研修

をしました。午前の講演は、執行部20人も聴講しま

した。写真はワークショップの様子。

[ 土山希美枝氏　略歴 ]
　平成12年法政大学大学院社

会科学研究科政治学専攻博士

課程修了。政治学博士。龍谷大学

法学部助教授、同准教授を経て

平成27年４月から龍谷大学政

策学部教授。議会の専門誌であ

る「地方議会人」に平成28年５

月号より１年間にわたり「質問

力で高める議員力・議会力」と題

した記事を連載。

　産業建設常任委員会では今後の森林づくり、林業

政策の方向性を探っていくことを目的として、５月11

日と６月５日、持続可能な森林づくりの推進に向けて

現状や課題を共有するため、林業関係者と意見交換

を行いました。いただいたご意見をもとに、今後さら

に政策提言に向けて取り組んで行きます。

話し合いのデザインを考える

産業建設常任委員会が
       林業関係者と意見交換会

GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き
の

動
5月 6月 7月編

　６月９日、市役所４階会議室で総務常任委員８人

と地域おこし協力隊員10人、元隊員３人と意見交

換会を開催しました。政策提案ができるものを伺う

ため、協力隊員から活動の内容や要望などの話を

お聞きしました。真庭市に足り無いものは？の問に

「親が郷土を誉めない」。市長だったら何をする？に

「ミュージアム・美術館を造る」「世界の人材が来る

システムを作る」といった答がありました。

　真庭市の地域おこし協力隊員は優秀で東京へ活

動発表に行ったりしています。卒業した５人の隊員

は真庭市に定住しており、その内３人が起業されて

います。協力隊員の給料は月額20万円と決まって

おり、国の特別交付税措置対象事業です。都会の視

点を真庭市に注入し、真庭市を盛り上げていただき

たいと願います。写真は発言する甲田隊員（右）。

総務委が協力隊員と意見交換

５月の意見交換会
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９ GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き
の

動
特別バージョン

議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き

　旧勝山町庁舎を改修していた

工事（耐震を含む）が完了し、７

月３日、真庭市立中央図書館が

オープンしました。設計を含む工

事費総額は８億1,300万円（備品

は除く）で、真庭産の木材をふん

だんに使った建物となっていま

す。収蔵可能冊数は14万８千冊

（現７万８千冊）、開館は午前９時

から午後７時までで、休館日は月

曜日です。２階を子ども向けフロ

アーとし、３階に学習室と映像シ

アターがあるのが特徴です。

〒717-0013 真庭市勝山53番地１

祝 オープン
市立中央図書館

2,632万円で改修工事中、完成は10月31日

本の香りいっぱい　１階の本棚

本棚のあるらせん階段

蒜山図書館平面図
テ　ラ　ス

蒜山図書館

地域振興課

蒜山振興局

受付

受付

入口

廊下

ト
イ
レ幼

児

幼
児

事
務
室

大
会
議
室

図
書
館

学
習
室

授乳
湯

入口

玄関

９人のスタッフがお待ちしています

映像シアター、開館日にトークセッション

３階の個別、グループ別学習室

オープンした真庭市立中央図書館

２階のキッズテラス　耐震もしっかり

児童開架閲覧ベンチ　２階

畳のキッズスペース　親子で読書　２階

勝山こども園児がテープカット

20
2,632万円で改修工事中、完成は10月31日2,632万円で改修工事中、完成は10月31日

20
2,632万円で改修工事中、完成は10月31日
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会
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開
会
、提
案
説
明
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
、議
案
質
疑
、委
員
会
付
託
）

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

　

市
役
所
４
階
は
、
真
庭
市
議
会
の
フ
ロ
ア
と

な
っ
て
い
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
る
と

つ
き
あ
た
り
に
議
会
事
務
局
が
あ
り
、
５
人
の

職
員
が
働
い
て
い
ま
す
。
右
側
は
議
場
で
私
た

ち
に
と
っ
て
と
て
も
神
聖
な
場
所
で
す
。
左
に

監
査
事
務
局
と
ト
イ
レ
。
事
務
局
の
奥
が
、
応

接
室
、
議
長
室
、
給
湯
室
と
並
び
ま
す
。議
場
の

横
の
通
路
を
奥
に
進
む
と
男
女
の
ロ
ッ
カ
ー

ル
ー
ム
が
あ
り
、
左
側
は
大
小
の
委
員
会
室
、

右
側
は
会
派
室
で
す
。
一
番
奥
が
議
会
図
書
室

と
な
っ
て
い
ま
す
。
議
場
横
の
通
路
か
ら
は
313

号
線
沿
い
の
旭
川
と
川
南
一
帯
が
一
望
で
き
、

今
年
は
ト
ン
ネ
ル
桜
の
咲
く
頃
に
一
般
開
放

し
多
く
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。
議
場
は
常
に

開
放
し
て
お
り
、
事
務
局
職
員
が
親
切
に
案
内

し
て
く
れ
ま
す
。

　

議
会
開
催
中
は
受
付
で
名
前
等
を
書
く
と
議

場
に
入
れ
ま
す
。傍
聴
席
は
30
席
で
黒
色
で
す
。

大
声
を
出・
す
と
出・
さ
れ
ま
す
の
で

　
　
　
　
　
　
　

 
 

ご
注
意
を
。

４
日

11
日

12
日

13
日

14
日

18
日

19
日

20
日

21
日

25
日

28
日

９
月

　９月定例会の請願と陳情の受付は、８月31

日（金）までです。

　12月定例会の締切は11月30日(金)、

来年３月定例会の締切は１月31日(木)、

来年６月定例会の締切は５月31日(金)まで

です。様式などの問い合わせは議会事務局

までお願いします。ただし、土日祝祭日等の

市役所の閉庁日は除きます。

　市政などについての意見や要望があるとき

は、誰でも請願や陳情を議会に提出すること

ができます。

　請願は、議員の紹介を必要とするのに対し、

陳情の場合は、議員の紹介は必要ありません。

（
火
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
水
）

（
金
）

９月定例会の請願・陳情は
８月31日㈮まで

緒

　
形

　
　
　
尚

委
員
長

南

　
　
　
俊

　
樹

事
務
局

古

　
南

　
源

　
二

委

　
員

柴

　
田

　
正

　
志

委

　
員

氏

　
平

　
篤

　
正

副
委
員
長

庄

　
司

　
史

　
郎

委

　
員

原

　
　
　
秀

　
樹

委

　
員

ふるさと
１ 枚

６・26露天風呂の日に626個の風船をとばす

９
月
定
例
会
は
４
日
か
ら

お知らせお知らせ

本
会
議（一般
質
問
、議
案
質
疑
、委
員
会
付
託
）

月
定
例
会
は
４
日
か
ら

月
定
例
会
は
４
日
か
ら

市役所４階をご案内

まにぞう

●
会
議
は
通
常
午
前
９
時

　
30
分
に
開
会
し
ま
す
。

●
正
式
に
は
８
月
24
日
の

　
議
会
運
営
委
員
会
で
決

　
定
し
ま
す
。

　正解者の中から2人に「湯原温泉おかみちゃんの豆

カレー」５袋セットが当たります。はがきに答えとあ

なたの住所・氏名を24ページ緑欄に記載している真

庭市議会までお送りください。当選者の発表は商品

の発送をもって代えさ

せていただきます。締

切は８月31日（金）です。

　前号の応募総数は

27通で、正解者27人で

した。ご応募ありがと

うございました。

鳥獣被害対策の一環
として、全国で2例目に
導入する車は？
“○○○カー”

議会
クイズ

議会改革 新たなステージへ21 議会改革 新たなステージへ議会改革 新たなステージへ21 議会改革 新たなステージへ



市民の広場

「
市
民
と
議
会
の
い
い

関
係
づ
く
り
」
の
た

め
、
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報

　

 

編
集
特
別
委
員
会

議
広
会
報

　議員さんは、よく勉強されてい

て市民の意見を聞く、その姿勢

は良いと感じました。　

　津田地区は陸の孤島になり易

いので、道路の整備等、気にして

おいて欲しい。災害時に避難す

る公共施設もなくなる・・・・自分

たちも負担するので温かみの

ある行政を望みます。

温かみのある行政を

森谷弘明さん
旦土

　事前に、テーマ等を教えて

もらったらもっと多くの意見

が出せると思う。事前準備をお

願いしたい。介護予防・日常生

活支援総合事業があるが、地

域で取り組んでいくためには、

当初に市の支援も必要だと思

う。地域の体制づくりにどう繋

げるか難しい課題である。

事前準備をお願い

稲田文夫さん
黒田

　いろんな町内会のいろんな

人の意見が聞けて大変良かっ

たです。草加部は橋が流れる

と孤立するし、避難所も少な

く狭く、避難経路も悪く、旭川

の堤防も低く災害に弱い地

域です。設備の整った災害ス

テーションを市内各地に造る

ことを提案しました。

草加部は災害に弱い

馬場紀彦さん
草加部

　議員さんと話ができる機会

が増えることは良いことで、具

体的な地域の課題が、共有で

きたことは非常に良かった。み

んな地域の不安を感じて生活

している。意見を言ったり聞い

たりすることで政策や施策に

つなげ、不安が解消される機

会になれば良いと思っている。

地域の課題を共有

遠藤正明さん
種

ジャバラニ （ホワイトライオン）　榊勝昭　日本画

睡蓮　大本家康

写真の撮れる美術館　ke

ポピー畑　⑲

麗新社募集中　yuki

報
告
会
に
参
加
し
て

報
告
会
に
参
加
し
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大黒様　Ｍasa
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市民の広場
MANIWA

ここは市民みんなでつくるページです
楽しい気持ちでご参加ください

SHIMIN
NO

HIROBA

市民
広場

の

BO半分、黄色い。
　つばめ

　絵画、写真などを募集しています。住

所、氏名、電話番号を書いてください。ペン

ネームを希望される場合も連絡先と氏名

が書いてあることが必要です。

　「投稿！言いたい」は200字以内にまと

め、ご応募ください。文責として氏名を掲

載します。誹謗中傷等の内容や紙面の都

合上、掲載できない場合があります。集

頑張る落合中学校吹奏楽部　落中応援団

親子　T.O

清流神庭川　渡辺孝純

仲良し みなとみゆ　byみか

秋の旭川（勝山）　秀子 きなこ　北

議長席に座った みらいとこころ　photoゆうか

日本代表 りほちゃん りさ

のぼり棒にチャレンジ　米来幼　　

ＪＲ姫新線　菅野恒夫

応募先 真庭市議会

宛先:24ページの緑帯欄に記載しています
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広井良典
主な著書：「日本の社会保障」（岩波新
書、1999年）でエコノミスト賞、「コミ
ュニティを問いなおす」（ちくま新書、
2009年）で大仏次郎論壇賞受賞。ほ
かの著書に「定常型社会」、「ポスト資
本主義」（以下岩波新書）、「持続可能
な医療」（ちくま新書）など多数。

議会
講演会

ぜひ
お越しください

旧遷喬小（左）久世エスパスセンター（右）

旧遷喬小（左）久世エスパスセンター（右）

広井良典 プロフィール
ひろ い よし のり

1961年岡山市生まれ。東京大学教養学部卒業、同

大学院修士課程終了後、厚生省勤務（1986－96年

をへて1996年より千葉 大学法 経学部助教授、

2003年同教授。この間、マサチューセッツ工科大学

（MIT）客員研究員。2016年4月より現職。専攻は公

共政策及び科学哲学。社会保障、医療、福祉、都市・

地域等に関する政策研究から、ケア、死

生観等に関する哲学的考察ま

で幅広い活動を行っ

　 ている。

共政策及び科学哲学。社会保障、医療、福祉、都市・

地域等に関する政策研究から、ケア、死

生観等に関する哲学的考察ま

で幅広い活動を行っ

ている。演題
人が流れていったが、人口減少
社会とは、これまでの動きとは
逆の流れが展開していく時代で
ある。
　 真庭市が国連のＳＤＧs未来
都市に認定されたことも踏まえ、
そうした新たな時代の展望につ
いて幅広く考えてみたい。

　 日本は2011年から本格的な
人口減少社会に入った。人口減
少社会についてはマイナス面が
言われることが多いが、むしろそ
こには様々なプラスの可能性が
宿っているのではないか。また、
人口増加期においてはすべて
が東京などの大都市に向かって

午後６時30分　開会

久世エスパスランド

エスパスホール
入 場 無 料

平成30年

10月18日木

時　間

場　所

バック写真は旭川の堤防

人口減少社会を希望に
グローバル化の先のローカル化

ＳＤＧｓ未来都市選定ＳＤＧｓ未来都市選定ＳＤＧｓ未来都市選定
エ ス  ディ  ジ ーズ

真 庭 市

京都大学
こころの未来研究センター教授

ＳＤＧｓ未来都市選定ＳＤＧｓ未来都市選定
[持続可能な開発目標]

　
平
成
21
年
、総
務
省
は
都
市
部

の
若
者
等
が
過
疎
地
域
に
移
住
し

て
、３
年
以
下
の
期
間
、地
場
産
品

の
開
発
、農
林
水
産
業
へ
の
従
事

等
の
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が

ら
地
域
に
定
住
・
定
着
を
図
る
取

り
組
み
を
す
る「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　
真
庭
市
は
平
成
25
年
か
ら
17
人

の
協
力
隊
員
を
委
嘱
し
て
お
り
、

現
在
は
９
人
が
各
地
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。総
務
常
任
委
員
会
と
の

意
見
交
換
会
を
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。下
の
写
真
は
議
長

席
で
記
念
撮
影
。

バックは議長席の木目
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　協
力
隊

甲田 隊員姜 元隊員
大森 隊員

寒川 隊員

篠原 隊員

橋本 隊員

木藤 隊員

吉原 隊員

大岩 隊員
松尾 元隊員

海野 元隊員
山形 元隊員

岩本 隊員
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